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阿賀野市下里(さがり)地区にあるJR羽越本線阿賀野川橋梁と堤防との交差部は、計画上の堤防
の高さが不足し、平成２３年７月新潟・福島豪雨、令和元年東日本台風などの洪水では、水防団
による土のう積が行われており、阿賀野川で最も堤防から越流する危険性が高い箇所となってい
ます。
阿賀野川河川事務所では、この危険箇所の解消に向け、JR東日本と連携し『羽越本線洪水防

止連携整備事業』として、鉄道橋梁の一部架け替えを行った上で堤防の高さを確保する工事に
本年１１月より着手しました。

つきましては、下記の日時で現地説明会を開催します。当日は堤防の状況を現地でご覧いただ
けます。

現地説明会日時 ； 令和２年１１月１９日（木）１０：００～
集合場所 ； 阿賀野市内京ヶ瀬防災ステーション（別添地図参照）

取材いただける場合には問い合わせ先まで是非ご連絡ください。

阿賀野川の危険箇所の解消に向けて
～ ＪＲ羽越本線阿賀野川橋梁部の堤防がつながる ～
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【水防活動の状況】

～令和元年１０月洪水時の状況～

【阿賀野川橋梁からの洪水状況】

堤防が低い状況

完成イメージ JR東日本で施工

国土交通省で施工



『羽越本線洪水防止連携整備事業』 概要

■事業内容
本事業は、阿賀野川右岸(阿賀野市下里地区）において、JR羽越本線

阿賀野川橋りょうと堤防との交差部の堤防の高さが低い箇所において、
橋梁の一部区間を架け替え、堤防を拡幅しつつ橋桁下部の開口部を塞ぎ
堤防を高くする事業です。
事業実施にあたっては、橋脚補強と橋梁の架け替え工事をJR東日本

が、堤防の改築を阿賀野川河川事務所が連携して行います。

阿賀野市
下里 阿賀野川橋りょう

堤防断面不足

■事業効果
• 観測史上最高水位を記録した平成２３年7月新潟・福島豪雨と同規模の洪水が発生しても、安
全に洪水を流すことができます

• 避難勧告発令の目安となる氾濫危険水位が、現在よりも高い水位に設定できることから、避
難勧告回数が４割低減します。（1949年～2019年実績で10回から６回に減少）

• 水防上必要な土のう積は３段を行う程度となり、平成２３年新潟・福島豪雨時の１６５７袋
に比べ９割弱削減されます。

■事業実施内容
堤防拡幅、特殊堤（コンクリートの堤防）設置、橋脚補強、橋梁架け替え
※その他、「防災・減災、国土強靱化のための３ヵ年緊急対策」として、河道掘削、樹木伐採
を実施し、洪水時の水位低下を図る工事を実施

想定される被害平成２３年７月洪水時の阿賀野川橋りょう

浸水面積 最大浸水深

約1600ha 5m未満



京ヶ瀬防災ステーション 位置図

地理院地図より

横雲橋方向

阿賀浦橋方向

京ヶ瀬防災ステーション


